友だちと楽しく学校生活を過ごしていますか？サークル活動に励んだり、カラオケや飲み会で楽しく騒いだり、一緒にレポートしたり？、人それぞれ学校生活の楽しみ方があると思います。せっかく、大学時代に友だちを作るなら、一緒に夢を語り明かしたり、楽しいことも辛いことも全部話せるような、一生涯の友達にしていければいいな～と思いませんか？そこで友情について考えてみました。

例えば・・・
野球やサッカーなどで「絶対に優勝しよう！」という目標を持ったとき、その達成のためには、チームの一人ひとりがそれぞれの役割で力を発揮し（団結）、日々の大変な練習にも耐えて、一人ひとりが強くなっていくしかありません。
練習していく中で、仲間が苦しんでいるときに、自分が同じように苦しみ励ます。また、自分が苦しんでいるときに同じように苦しみ励ましてくれる。切磋琢磨しながら諦めずにやり抜く。その結果が『勝利』に繋がる。みんながやりきった！と、胸を張って言える位やり抜ければ、まさに大歓喜です！苦楽を共にした友情は胸にこみ上げてくる熱さは物凄いものです。
「友情は喜びを倍にし、苦しみを半分にする」
・哲学的友情の捉え方
｢いい友人をつくる｣には、｢自分がいい友人になる｣以外にない。
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自分が変われば周りも変わる。
人間関係は鏡みたいなもの。
いつも誠実な自分で生き抜けば、いつか自然のうちに、よい友人が周囲に
集まっていく。その中から、大樹のような生涯の友情もできるでしょう。
・対話の必要性

現代の世相として人間関係が希薄だと言われています。だからこそ、一生涯語りあえる友人を創ることは大事なことだと思います。そのためにできること、それは“心と心を繋ぐ対話”ではないでしょうか？また、戦争と対比とされる言葉がまさに“対話”です。どこまでも誠実に相手と語り合い、夢や目標を共感しあう、この行動こそが対話です。

· 一歩踏み込む勇気
友だちが悩んでいるときに助けてあげようと思い、自分が悩んだときは助けを求めていく、そうしたお互いに助け合う関係、また、一つの目標に対して力を合わせて達成していける関係、これこそが理想の友情ではないでしょうか。そのためにできること、それはお互いを良く知ることです。
勇気を出して一歩踏み込んだ“対話”をしてみてはいかがでしょうか？今よりずっと深くて、一生崩れない最高の友情を築けると思います。
ある教育者曰
『真の友情とは、互いにもたれあうものではなく自立です。
自立した同志で目には見えない魂と魂をがっちりと結びつけていくのが友情です。

友情も自分自身の生き方で決まっていくのです。それは、一つの目標に向かって切磋琢磨する友情、なかんずく同じ信念、崇高な目的、同じ主義思想に生きる同志こそ最高の友人です。』
・親友って？
親友・・・なんでも相談できる関係

真友・・・何か困ったときに支えになってくれる関係

心友・・・目標にむかって共に向上できる関係（同志）

「一期一会」
一生に一度しかない、今この時の出会いを大切にする。小さな出会いを大切にするなかで、人生にとって大きな出会いになることがある。
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